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慶應義塾大学楽友三田会関連団体『楽友三田会歩こう会』            

第５８回楽友三田会 Walking の会 開催のお知らせ                    

                                  

               日光御成街道を 歩く          

                     

      ＜開催のおしらせ＞                          

日時：201６年１２月１１日 （日曜日）                      

集合場所、時刻： 

      神田駅 北口               

      午前 １０時００分                 

                                       

   

                              

                                      六義園                    

 

今回のウォーキングは神田駅を出発し、東京十社と呼ばれる神社（日枝神社・根津

神社・芝神明宮・神田神社・白山神社・亀戸神社・品川神社・富岡八幡神社・王

子神社・赤坂氷川神社）のうち根津神社、神田神社、白山神社、王子神社を巡り

ながら、日光御成街道を王子駅近く、名主の滝公園まで歩く予定です。 

 

 （１）神田駅→昌平橋→神田明神 

    

              
    神田明神                      絵馬の山 

 

神田明神は何と言っても神田祭。徳川家康が関ヶ原の合戦の際に、神田明神に

戦勝の祈祷を命じたそうだ。神社では家康の命によって毎日祈祷を行っていたところ、

9 月 15 日の祭礼の日に家康が合戦に勝利し天下統一を果たす。そのため家康の

特に崇敬するところとなり、社殿、神輿・祭器を寄進した。そのため神田祭は徳川家

縁起の祭として以後盛大に執り行われることになった。（現在、神田祭りは 5月 15日

ころに開催されている）。   東京十社の一つ。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9E%9D%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B9%E6%B4%A5%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B9%E6%B4%A5%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8A%9D%E7%A5%9E%E6%98%8E%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%94%B0%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E5%B1%B1%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%80%E6%88%B8%E5%A4%A9%E7%A5%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%93%81%E5%B7%9D%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%8C%E5%B2%A1%E5%85%AB%E5%B9%A1%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8E%8B%E5%AD%90%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8E%8B%E5%AD%90%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B5%A4%E5%9D%82%E6%B0%B7%E5%B7%9D%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%94%B0%E7%A5%9E%E7%A4%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%99%BD%E5%B1%B1%E7%A5%9E%E7%A4%BE
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（２） 湯島天神 

                                 

        

                         

          

      

 

   

 

 

   

  

 

湯島天神                         歌川広重「名所江戸百景  

「湯しま天神坂上眺望」 

 

 （３）本郷三町目→東京大学構内へ 

 

 

三四郎池 
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「それから、この木と水の

感じ（エフェクト）がね。

――たいしたものじゃな

いが、なにしろ東京のまん

中にあるんだから――静

かでしょう。こういう所で

ないと学問をやるにはい

けませんね。近ごろは東京

があまりやかましくなり

すぎて困る。」 

漱石「三四郎」（青空文庫）  

      三四郎池  

 

 

（４）根津権現（東京十社の一つ）→へび道 

 

へび道 、かつてここは藍染川という川が流れ

ていたそうだ。 谷中界隈は、夏目漱石や森

鴎外など多くの文豪が生まれ育ったところ。夏

目漱石の「三四郎」の中にも藍染川が登場し

ている。現在も川は地下を流れ、上野不忍池

の方へ流れている。 この川の名称からすると

この辺り、藍染が盛んであったのか？                        

 

 

 

「どこか静かな所はないでしょうか」と女が聞いた。 

谷中と千駄木が谷で出会うと、いちばん低い所に小川が流れている。

この小川を沿うて、町を左へ切れるとすぐ野に出る。川はまっすぐに

北へ通っている。（略）美禰子の立っている所は、この小川が、ちょ

うど谷中の町を横切って根津へ抜ける石橋のそばである。 

 

                     漱石 「三四郎」 
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（５） 白山神社→目赤不動 →吉祥寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

東京十社の一つ 白山神社 

 

 

 

 

「江戸五色（ごしき）不動」の一つ  

目赤不動尊 南谷寺（文京区本駒込） 

 

五色不動は江戸五色不動とも呼ばれており、

五行思想の五色（白・黒・赤・青・黄）の色に

まつわる名称や伝説を持つ不動尊を指す。江

戸幕府 3 代将軍・徳川家光が大僧正・天海

の建言により江戸府内から 5箇所の不動尊を

選び、天下太平を祈願したことに由来する。 

                                                

目赤不動尊 

 

目赤不動尊の他に、                         

目黒不動 - 瀧泉寺（目黒区下目黒）、  

目白不動 - 金乗院（豊島区高田）     

目青不動 - 教学院（世田谷区太子堂）  

目黄不動 - 永久寺（台東区三ノ輪）    

目黄不動 - 最勝寺（江戸川区平井）   がある。   

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%97%E8%B0%B7%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E4%BA%AC%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E4%BA%AC%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E8%A1%8C%E6%80%9D%E6%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%94%E8%89%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8D%E5%8B%95%E6%98%8E%E7%8E%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E5%B9%95%E5%BA%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E5%B9%95%E5%BA%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%81%E5%A4%B7%E5%A4%A7%E5%B0%86%E8%BB%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%AE%B6%E5%85%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%83%A7%E6%AD%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%B5%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%B5%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%80%A7%E6%B3%89%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%AE%E9%BB%92%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%AE%E9%BB%92%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%91%E4%B9%97%E9%99%A2_(%E8%B1%8A%E5%B3%B6%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B1%8A%E5%B3%B6%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B1%8A%E5%B3%B6%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%80%E5%8B%9D%E5%AF%BA_(%E4%B8%96%E7%94%B0%E8%B0%B7%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%96%E7%94%B0%E8%B0%B7%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%96%E7%94%B0%E8%B0%B7%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%B0%B8%E4%B9%85%E5%AF%BA_(%E5%8F%B0%E6%9D%B1%E5%8C%BA)&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B0%E6%9D%B1%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B0%E6%9D%B1%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%80%E5%8B%9D%E5%AF%BA_(%E6%B1%9F%E6%88%B8%E5%B7%9D%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E5%B7%9D%E5%8C%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E5%B7%9D%E5%8C%BA
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吉祥寺 

 

 

（６） 六義園 
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六義園の中央に大泉水（だいせんすい）とよばれる大きな池がある。その正面の中

の島には二つの山があり、左の山が妹山（いものやま）、右の山が背山（せのやま）

と呼ばれている。 この島は紀州和歌の浦にある妹背山とよばれる島をモデルにして

造られたそうだ。妹背という言葉には、夫婦、または兄と妹を指し、夫婦円満、子孫

繁栄の願いがこめられているという。 

 

  

いもせ山  

中に生（はえ）たる  

玉ざさの 

一よのへだて 

さもぞ 露けき 

 

藤原信実 新撰和歌六帖 

 

（妹山と背山の間にある玉笹によって男女の 

仲が隔てられ、逢えぬつらさに涙をたくさん流すことだよ） 

                                歌川広重の描いた和歌浦 

 

 

六義園は、徳川五代将軍・徳川綱吉の側用人・柳沢吉保が、自らの下屋敷として

造営した庭園である。1695 年（元禄 8年）に加賀藩の旧下屋敷跡地を綱吉から拝

領した柳沢は、約 2万 7 千坪の平坦な土地に土を盛って丘を築き、千川上水を引

いて池を掘り、7 年の歳月をかけて起伏のある景観をもつ回遊式築山泉水庭園を現

出させた。 庭園には数々の仕掛けがあり、趣の深いものとなっている。          

 

（7）旧古河庭園→西ヶ原一里塚→飛鳥山公園                                 

 

 

 

 

旧古河庭園 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%8C%E5%B7%9D%E5%BA%83%E9%87%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%B0%86%E8%BB%8D%E5%AE%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%81%E5%A4%B7%E5%A4%A7%E5%B0%86%E8%BB%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E7%B6%B1%E5%90%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%81%B4%E7%94%A8%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9F%B3%E6%B2%A2%E5%90%89%E4%BF%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8B%E5%B1%8B%E6%95%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%90%8D%E5%BA%AD%E5%9C%92
https://ja.wikipedia.org/wiki/1695%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%A0%E8%B3%80%E8%97%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%83%E5%B7%9D%E4%B8%8A%E6%B0%B4
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 西ヶ原一里塚 

 

江戸の日本橋から日光まで続く「日

光御成道」の二里目の一里塚 

                

 

 

 

 

飛鳥山公園は、徳川吉宗が享保の改革の一環として整備・造成を行った公園だそうだ。

吉宗の治世の当時、江戸近辺の桜の名所は寛永寺あたりしかなく、花見の時期は風紀が

乱れたらしい。そのため、庶民が安心して花見ができる場所を、ということで飛鳥山に桜を植

えたそうだ。開放時には、吉宗自ら飛鳥山に宴席を設け、名所としてアピールを行った、と。                        

                             Wikipedia より 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%90%89%E5%AE%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AB%E4%BF%9D%E3%81%AE%E6%94%B9%E9%9D%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%82%AF%E3%83%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%9B%E6%B0%B8%E5%AF%BA
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（８）王子神社→王子稲荷神社→名主（なぬし）の滝公園 

 

 

東京十社の一つ 

王子神社 

これやこの 行くも帰るも  

別れては  

知るも知らぬも 逢坂の関 

 蝉丸さんの歌です。なんでもこの神社は彼

と縁が深いそうです。琶の名手であった彼

は 髪の毛が逆髪である故に嘆き悲しむ姉

君のために 侍女の「古屋美女」に命じて

「かもじ・かつら」を考案し髪を整 える工夫を

したことから「音曲諸芸道の神」並に「髪の

祖神」と 博く崇敬を集めたようだ。その御神

徳を敬仰する人達が「かもじ 業者」を中心

として江戸時代 奉斎したのが、この王子

神社境内に今日ある「関神社」。 

（かもじ：女性が日本髪を結うとき頭髪に補

い添えるための髪） 

 

 

王子稲荷神社 

「関東稲荷総社の格式を持ち、江戸時代より庶民に

親しまれてきました。 大晦日、稲荷の使いである狐が、

近くの榎の下で身なりを整え、この神社に初詣をすると

いう言い伝えがあります。 

年末には地元の方々の催す「王子狐の行列」が新し

い風物詩となっています。 また、毎年２月の午の日

に開かれる凧市は、たびたび大火にみまわれた江戸

庶民たちが「凧は風を切る」として火事除けの縁起を

かつぎ、今なお親しまれています。  

国認定重要美術品の「額面著色鬼女図」、谷文晁

の龍図を所蔵しています。 境内にある「狐の穴跡」は、

落語「王子の狐」の舞台にもなっています」  

 

北区観光ホームページより 

広重「名所江戸百景」王子稲荷 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%8D%E6%89%80%E6%B1%9F%E6%88%B8%E7%99%BE%E6%99%AF
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名主の滝 

江戸時代に王子村の名主、畑野孫八が屋

敷内に滝を開き、茶を栽培して避暑のために

一般に開放したのが始まりで、名前の「名主」

はそこに由来する。 

明治中期には貿易商垣内徳三郎の所有と

なり、栃木の塩原の風景を模して庭石を入れ、

ヤマモミジなどを植栽、渓流をつくり一般に供

した。1938 年（昭和 13 年）には株式会社精

養軒が買収し食堂やプールなどを営業して

いたが、戦災で焼失。その後は荒れ果ててい

たが、東京都が土地の買収と橋や東屋など

の修理を進め、1960 年（昭和 35 年）に都の

有料公園として開園した。1975 年（昭和 50

年）には北区に移管された。 

園内は回遊式の庭園となっており、男滝（おだき）、女滝（めだき）、独鈷の滝（どっこのたき）、

湧玉の滝（ゆうぎょくのたき）の 4 つの滝が復元されている。 Wikipedia より 

実際に滝となって流れているのは上記の写真の男滝だけ。 

 

（９） 打ち上げ会場（キリンシティー王子店）へ 

 

 費用： 

○各自往復の電車賃  

○打ち上げ費用   ４０００円  

 

準備： 日ごろ履きなれた通常のウォーキングシューズ。  

水分補給用飲料水、雨の対策具。  

打ち上げ：キリンシティー 王子店 050-5796-2287 

http://loco.yahoo.co.jp/place/g-yw0Nrc9_I9A/ 

 

○本会は無理をしないことを第一の旨としていますが、雷雨、台風、豪雨などの厳し

い気象状況が発生しない限り、ウォーキングを行います。  

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8E%8B%E5%AD%90%E7%94%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%83%E6%9C%A8%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%82%A3%E9%A0%88%E5%A1%A9%E5%8E%9F%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A4%E3%83%9E%E3%83%A2%E3%83%9F%E3%82%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/1938%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E9%87%8E%E7%B2%BE%E9%A4%8A%E8%BB%92
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E9%87%8E%E7%B2%BE%E9%A4%8A%E8%BB%92
https://ja.wikipedia.org/wiki/1960%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1975%E5%B9%B4
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   場  所 区間距離 延距離 時間 

神田駅 0 0.0 10:00 

神田明神 1.3 1.3 10:20 

湯島天神 0.9 2.2 10:35 

かねやす 0.7 2.9 10:50 

赤門 0.5 3.4 11:00 

三四郎池 0.6 4.0 11:10 

根津権現 1.8 5.8 11:40 

へび道 0.5 6.3 11:50 

＜団子坂下駅近辺で昼食＞     12:05～55 

白山神社 1.9 8.2 13:10 

赤目不動(南谷寺） 0.7 8.9 13:25 

六義園 1 9.9 13:45 

 〃 園内(出口） 1.4 11.3 14:25 

（駒込駅）     14:35 

旧古河庭園 1.5 12.8 14:55 

西ヶ原一里塚 0.7 13.5 15:10 

飛鳥山公園 0.4 13.9 15:20 

王子神社 1.2 15.1 15:45 

王子稲荷神社 0.4 15.5 15:55 

名主の滝公園 0.5 16.0 16:05 

王子駅 1.1 17.1 16:30 

 

 

 

 

 

ルート マップは次頁 

                     

                  ↓ 
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                    ルートマップ 

 

 

                                   「歩こう会」より 


